
みんなで「医療費節約」に取り組みましょう！みんなで「医療費節約」に取り組みましょう！
今回のテーマはこれ
「接骨院からの不正請求について」
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発送前　合計
発送後　合計

効果
削減率

295
253

－42
－14.24％

通知者
2,677
2,918

241
9.00％

非通知者
2,972
3,171

199
6.70％

全　体

発送前　合計
発送後　合計

効果
削減率

1,644,891
1,295,534
－349,357
－21.24％

通知者
9,434,082

10,131,486
697,404

7.39％

非通知者
11,078,973
11,427,020

348,047
3.14％

全　体

発送前　令和2年4月～2年9月
発送後　令和2年10月～3年3月

健保からのお願い　『正しい受診を心がけましょう! 』

2021年度(令和3年度)被扶養者調査へご協力いただき、ありがとうございます。

被扶養者資格の確認を行うことは、資格の適正化を図るとともに、医療費と高齢者医療制度への
拠出金の適正化につながります。
被扶養者調査書類を未提出の方は速やかにご提出ください。
尚、引き続き追加資料の依頼等行うこともございますので、ご協力よろしくお願いします。

【誤った健康保険証の使用例】
•退職した後、次の保険証ができるまで使用できると思っていた。
•家族が学校を卒業後就職した際、勤務先から保険証の返還指示がなかったため、新しい保
険証をもらうまで使えると思っていた。

無効になった健康保険証を使用して、医療機関を受診された場合は、健康保険組
合が負担した医療費をお返しいただくことになります。

健康保険証について
健康保険証は正しく使いましょう

（なくした健康保険証があとで見つかった場合も、必ず返却をお願いします。）
※健康保険証は身分証にもなり、大切な個人情報が記載されていますので健康保険組合が責
任をもって発行・回収を行っています。

正しい取扱いにご協力をお願い致します。

▼会社を退職した、家族が就職した時には健康保険証は使えなくなります。
▼健康保険証は自分で処分しないで、必ず会社へ返却してください。

健康保険証の取扱いにご注意下さい

誤った健康保険証の使用は、健康保険組合が本来負担する必要のない医療費を発生させ、
皆様が負担する健康保険料に大きな影響を及ぼすことになります。

●不正請求って具体的にどんなもの？？
実　際 整骨院から健保組合への請求では何故か「ケガ」扱い

事例①
出産後の骨盤矯正

・負傷名が「右肘関節捻挫、右手関節捻挫」となっている
・本来なら自費で10割個人負担では？

事例②
マッサージの無料体験

（3ヵ所の整骨院で）
・負傷名が「頚部捻挫、右上腕部打撲」等となっている(3ヵ所ともケガ）
・無料体験なのに健保組合には請求？

事例③
長期の施術

・負傷部位を変更しながら「毎月3部位の治療」「ある部位が治癒しても翌月は
違う部位を負傷」の繰り返し
・結局いつまでたっても治療が終了しない
・本来の急性の治療ではなく、慢性的・マッサージ的な施術。本来は自費で10
割個人負担

もっとも多い不正請求
●患者側の適正受診に対する意識も大切です。
気持ち良くて楽になるから、自己負担が安いから等の安易な理由で受診することは止めてください。
マッサージ的な施術は健康保険が使えません。
もし痛みが軽減されず長期間となれば、ケガではなく病気が原因かもしれません。整形外科等の医療機
関を受診してみましょう。

●健保組合の取り組み
毎月の請求内容審査や受診者への照会に加えて

接骨院に特化した「医療費通知事業」をしています！
通知時期 ： 令和２年９月末
対 象 者 ： 年間５万円以上の高額受診者
人　　数 ： 68名

医療費通知とあわせて啓発パンフレットを同封し、
発送前後の６カ月を比較すると下記の効果がありました。

受診件数

請求金額（単位：円）

11


